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NQR縦緩和率 1/Tlが T<1.5×Tcにおいて指数関数的な温度依存性を示す事実を [1ト 励
























































温の領域 T≪ Tcでは､bin｡ゴ(N/2)pB(m/m*)e-であり､(B)状態は磁場 Hが存在すると磁気
モーメントをもたない (A)状態に比べて安定化されて､高磁場で出現することが可能となる｡ そ
の境界は
NF(kBTc)2x10-1-N S pBH, (4)
により与えられる｡ 左辺は(A)､(B)状態間のエネルギー差を､右辺は固有磁気モーメントと磁
場のゼ-マン結合によるエネルギー利得を表す｡NF-N/EをおよびkBTc/斥～10×(m/m*)で
あることを考慮すると､磁場中の熱伝導係数測定から得られた磁場中相図はこのシナリオで理解
可能である｡
2つの異なる超伝導相における熱伝導係数の角度依存性の違いもこのシナリオで理解できるが､
研究会では議論する時間がなかった｡
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